
朽木中学校だより 

７１日間の１学期が本日で終わりました。修学旅行や体育祭などの学校行事をはじめ学校

の教育活動を予定通りに実施することができました。これらの教育活動を通して、たくまし

く成長する生徒の姿をたくさん見ることができました。保護者の皆様・地域の皆様には、学

校教育の推進に多大なるご支援・ご協力をいただきまして誠にありがとうございました。 

明日から４４日間の夏休みに入ります。生徒たちの生活の場が学校から離れて、家庭や地

域に移ります。学校では経験できない様々な社会経験や自然体験の場も広がっています。自

分なりの課題をもった生活や、夏休みならではの体験を通して、さらにたくましく成長する

姿を期待しています。 

職場体験に先立って、６月１８日（火）に本校の卒業生でも

ある村田翔平さんに来校していただき、職業についてのお話を

していただきました。村田さんは、大学生の就職活動中に東日

本大震災があり採用活動がストップしたり、転職の際にコロナ

禍による行動制限を経験したりしましたが、これまでの経験を

通して身につけた自分の強みを生かして現在はＴＳＣで活躍さ

れています。自分のことを知ることが、将来なりたい自分にな

るための情報源になることなどを教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
第４号 令和６年７月１９日発行  文責 今井 俊彦 

２年生と３年生は、７月１日（月）～３日（水）の３日間、職場体験学習を行いました。朽

木こども園・道の駅くつき新本陣・ローソン朽木市場店・朽木郵便局・モンキーガレージ・き

しもと工房・グリーンパーク想い出の森・朽木ゴルフ俱楽部・とも栄の９か所の事業所に数

名ずつお世話になりました。事業所の方には、生徒たちに寄り添って関わっていただき、懇

切丁寧にご指導いただきました。大変お世話になり、ありがとうございました。 

生徒たちは働いている人と直接接することにより、働くことの 

意義や大変さを学ぶことができたのではないかと思います。貴重 

な体験を振り返り、自分自身への理解を深めたり、自分の将来設 

計の参考にしたりして、この体験を生かしていってほしいと思い 

ます。なお、来年度からは中学２年生で実施します。 



９月の主な行事予定 
9 月 ２日（月） 2 学期始業式 

9 月 20 日（金） 文化祭 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

滋賀生徒会オンラ

イン交流会14:00

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

全校登校日 3年鮎友釣り体験

25 26 27 28 29 30 31

ＰＴＡ環境

整備作業

学校閉庁（８月１０日～８月１８日）

すみまちキャンプ

夏季休業中の活動について 
夏季休業中も、部活動の練習や生徒会リーダー研修会等で登校する機会があります。以下の場合に

は、活動を中止しますのでお知りおきください。 

〇特別警報または暴風を含む警報（当日午前 7時の時点で発令されている場合） 

〇熱中症特別警戒アラート（前日午後２時以降に発表されている場合） 

  ※学校からも、メール配信等でお知らせします。 

★学校閉庁の期間や土日祝日などに、緊急に学校への連絡が必要な場合には、市役所（25-8000）の 

学校教育課まで連絡してください。 

  

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

１年生では、「総合的な学習の時間」に、身近な安曇川と朽木の

人々の生活との関わりから、郷土の歴史や先人の知恵や努力につ

いて学ぶ「親水学習」を行いました。地元の郷土史研究家の石田敏

さんを講師に、事前学習と現地でのフィールドワークで、たくさん

のことを学習しました。 

７月５日（金）は、好天に恵まれて安曇川周辺のフィールドワー

クに出かけました。閉館となった朽木資料館を特別に開けてもら

い、昔の漁具などを見学させていただきました。高岩橋付近から朽

木渓谷の様子、荒川発電所付近では、発電所への水路と筏流しのた

めに水路を分けていた様子などを見学しました。 

中学生広場「私の思い」は、毎年すべての生徒が自分で決めたテ

ーマで作文を書き発表しています。６月１９日（水）には、「私の

思い朽木広場」を開催し、各学年の代表２名ずつが、これまでの経

験から感じたことや今考えていること、将来に向けての想いなど、

いろいろな視点で発表してくれました。 


